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第６回内分泌攪乱化学物質問題に関する国際シンポジウム・取材要項 
 

 １２月３日から５日の日程で、第６回内分泌攪乱化学物質問題に関する国際シンポジウ

ムを開催します。３日（水）は 13:30 から加藤修一環境副大臣による開会の挨拶、カナダ

ゲルフ大学のファン・デル・クラーク博士による「野生生物における内分泌攪乱の現状」

と題した特別講演、行政、研究者、産業界、教育者のこれまでの取組の紹介、「内分泌攪乱

化学物質問題における政治の役割」と題したパネルディスカッション（司会：真鍋賢二参

議院議員）を行います。また、同日 18:30 からは招聘講師を招いてレセプションを開催し、

小池百合子環境大臣による挨拶等を行います。 
 
１． シンポジウムの概要 

（１） 開催日時、目的等 

日時：2003 年 12 月 3 日（水）～5 日（金） 
場所：仙台国際センター 

主催：環境省 

後援：宮城県、仙台市 

協力：環境ホルモン学会（正式名：日本内分泌攪乱化学物質学会） 

開催目的： 

内分泌攪乱化学物質問題について、国内外の第一線の研究者をお招きし、主に以下

の３点をねらいとした議論を行います。 

  ① 我が国をはじめとする、世界各国の内分泌攪乱化学物質問題への取組状況につ

いて、情報を共有すること 

  ② 国際的な連携・協調により進められている内分泌攪乱化学物質問題の研究の方

向性について議論すること 

  ③ 地球規模、かつ身近な問題でもある化学物質への対応について、各方面の関係

者による多面的な意見交換を行うこと 

 

（２）プログラムについて 

本シンポジウムは２部構成となっており、３日（水）は、一般向けのプログラムと

して、「特別講演」、「これまでの取組」及び「パネルディスカッション」を予定してい

ます。 

 ４日（木）・５日（金）の２日間は研究者を対象としたプログラムとして、専門的

な内容について科学的な議論を深めることを目的としたセッションを開催します。 

※ プログラム・アブストラクトは 

  http://www.env.go.jp/chemi/end/sympo2003jp.html からご覧いただけます。 

 

（３）レセプションについて 

レセプションは、３日（水）18:30 から大会議室「萩」にて、招待講師を招いて開

催します。 

主催者挨拶     ：小池百合子（環境大臣） 

後援者挨拶   ：藤井黎（仙台市長） 

海外招聘者代表挨拶 ：ティム・メレディス（WHO） 

乾杯        ：真鍋賢二（参議院議員） 

中締め   ：鈴木継美（環境ホルモン学会長） 
 



 
 
２．シンポジウム取材要領 
本シンポジウム及びレセプションの取材については、以下の要領にてお願いします。 

 
（１）シンポジウムの受付 

シンポジウム本会場（大ホール）での取材の際は、会場２階受付にてご登録の

上、バッジをお受け取り下さい。このバッジは貴社の腕章とともに必ず見える位

置にお付けください。また、お帰りの際はその日ごとに必ず受付へバッジをご返

却ください。 
 

  （２）レセプション取材の申し込み 
  レセプション会場内の取材にあたっては事前登録が必要になりますので、申込

用紙（別紙１）に必要事項を記入の上お申し込み下さい。お申し込みは１２月１

日（月）１５時までとなっておりますのでお早めに登録下さい。レセプション会

場にお入りの際は事前に登録されたお名前等を確認させていただきますので、所

属を証明するものをご携帯下さい。所属が確認されない場合レセプション会場へ

の入場を制限させて頂きます。 
 

（３）取材範囲 
本シンポジウム及びレセプションはともに取材可能です。ただし、大ホール内、

講師控え室内、レセプション会場など、講師やほかの出席者のご迷惑になるよう

な取材はお断りします。悪しからずご了承ください。 
 

（４）プレス席（別紙２） 
大ホールには報道関係者席を用意しておりますので、そちらをご利用ください。

報道関係者席が満席の場合は一般の客席をご利用ください。なお、スライド等の

使用時はホール内が暗くなりますが、特段の照明等は用意しておりませんのでご

了承下さい。 
 

（５）カメラ席（別紙２） 
大ホールでのハンディカメラの使用は、指定の位置より、１日目の冒頭挨拶、

特別講演部分に限らせていただきます。セッションが始まる前に、固定カメラの

位置に移動するか、速やかにご退場願います。 
また、スライド上映中は、ストロボ、ライト等の使用をご遠慮ください。なお、

音声ラインは「オリジナル」のみ、電源は設けておりませんのでご容赦ください。 
レセプション会場では、所定位置の固定カメラの使用に限らせていただきます。 

 
（６）控室のご案内（別紙３） 

シンポジウム開催期間中は１階小会議室３をプレス控室としてご提供いたしま

すので、ご自由にお使いください。なお、電話回線は設けておりませんが、各階

に公衆電話が設置されておりますのでご案内いたします。 
 

（７）ワイヤレスマイク 
会場（仙台国際センター）の都合により、会場内でのワイヤレスマイクの使用

はできませんのでご了承ください。 
以 上   


